
俳句ポスト　春の部　特選句

辰巳 葉流（白山市俳句協会） 選

投句番号

春の日に俳句教室初参加 西新町 月輪 満子

大鍋のおでん残して妻の留守 木津町 吉川 将生

泣きながら逃げながら豆撒く園児 深瀬 葛西 喜代美

不夜城のコインランドリ月冴ゆる 東京都 善田 良子

風車色をほどいて止まりけり 埼玉県 木村 隆夫

夢乗せて新幹線に春の虹 村井東二丁目 今本 明美

花散るや課外授業の子等の列 八ツ矢町 戸田 敬子

手つなぎの花道くぐり卒業す 鶴来本町 北山 美和

蝶々も恋も止つてほしい指 福井県 辻川 定男

青き踏む隣で一句詠む息子 野々市市 髙橋 幸恵

虚子の忌や歳時記探す好きな季語 美沢野町 永盛 富佐惠

耳許で小声の値引植木市 能美市 北野 忠男

白山を背に滔滔と雪解川 金沢市 寺井 一二美

藤房に髪くすぐらせくぐりけり 兵庫県 保理江 順子

後輩に黒帯託し卒業す 能美市 森田 香津美

初つばめ水田の上をひるがえり 笠間新一丁目 滝沢 正子

人影は無言の音符花の雨 金沢市 駒井 美穂

春愁や今日は５ページまでとする 神奈川県 佐藤 千明紀

雪とけて水が旅するジオパーク 八ツ矢町 宇都宮 郁

〈令和8年2月～4月　 投句者数　213人、投句数 1,436句〉

選者吟

人を待ち日差待ち水待つ春田 辰巳 葉流


